
 

 

 

 
 

 

 

６月 22 日（日）午前、大町市の山林内でタケノコ採り中の男性がクマに襲われ死亡する  

事案が発生しました。長野県のほとんどの山林にはクマが生息しているため、山林内やその

付近ではクマと遭遇する危険性があります。出没注意報発出中の地域に限らず、山林に入る

際には、ご自分の身を守るため、十分な対策や注意をお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⼭林内はツキノワグマたちの生息地です 
入⼭の際は安⼼・安全のための備えをお願いします︕ 

（問合せ先） 
担  当 森林づくり推進課鳥獣対策係 

田淵、福澤 
電  話 (直通)026-235-7273 
     (代表)026-232-0111 (内線)3264 
F A X  026-234-0330 
電子ﾒｰﾙ  choju@pref.nagano.lg.jp 

長野県産木材のある 
穏やかな暮らしをマークにしました 

 

 
 

 

 

 

＜朝夕の行動は避け、複数人で行動する＞ 

○ 朝夕はクマが活発に活動します。 

この時間帯に山中に入ることは避けましょう。 

○ １人ではなく複数人で行動し、食べ物やゴミは必ず持ち帰りましょう。 

 

＜クマ鈴、ラジオ、笛などを携帯して存在を知らせる＞ 

○ クマは聴覚や嗅覚が人より優れています。 

クマ鈴、ラジオ、笛など音の出る物を鳴らしながら 

クマに人の存在を知らせる対策をしましょう。 

○ クマ鈴等は万能ではありません。 

過信せず、周辺の気配に常に注意しましょう。 

 

＜クマの存在を意識する＞ 

〇  クマの足跡や糞などを見つけたら引き返しましょう。 

 

  ＜子グマを見たらそっと立ち去る＞ 

○ 母クマは子グマを守るために、人へ攻撃することがあります。 

子グマを見かけたらそのままそっと立ち去りましょう。 
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⼭の中では、どこでクマと遭遇してもおかしくありません。 
遭遇しないための対策を必ず⾏いましょう︕ 


